
【参考：昨年度の取組】

※新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言下であったため、家庭でできる

食品ロス削減の啓発中心に実施。

・パートナー事業者や市町村の取組を広報

（広報掲示、フードドライブ、ゲームオンライン体験会、アートコンクールなど）

・府政だより、ケーブルテレビ、ラジオ、SNSなどで冷蔵庫チェック、食べきりレシピの紹介

・家庭の余剰品のフードドライブ受付MAPの公開

・大学生によるレシピ動画の作成 など

・小売店舗での消費者向け実証実験（10月頃）

・パートナー事業者との啓発イベント（10月：大阪市内）

・栄養士養成課程８大学の学生による啓発プロジェクト

・「なんでやろう？食品ロス」カードゲーム体験会（８月ほか）

・セミナーの開催（１月頃）

【今年度の啓発取組（案）】

消費者向け啓発の取組① （食品ロス削減月間における取組みなど）
資料２



消費者向け啓発の取組②（食品ロス削減月間における取組みなど）

【参考：大阪府内の家庭系食品ロス実態調査（H30）】
・４割の世帯で廃棄する食品があった。
・廃棄が多いのは年代別では40代、同居家族別では小学生、中学生、高校生
が同居している世帯
・廃棄する食品は「調味料」と「生鮮野菜」で5割を超え、捨てずに済んだ方法と
して「レシピを調べる」が多かった。

〇今年度のテーマ（案）

「始末の心」
で美味しく食べきろう

＜大阪府食品ロス削減推進計画＞
〇基本的な方向
「食」へのこだわりが「大阪の食い倒れ」という言葉にも表されているだけでなく、
食材の質を見極め、良い食材を余すところなく使い切る「始末の心」が現在に受け
継がれている。このような大阪の歴史と文化、府民に培われた精神をもとに食品ロ
ス削減を推進。

※農水省ホームページより
「船場汁」 「きゅうりのざくざく」

大阪の「食」

大阪名物

使いきり

リメイク

時短

これまでも消費者団体様や学生の皆さ
んにご協力いただき、

家庭で余りがちな野菜や調味料を
使ったレシピを公開中！

レシピはこちら⇒

【食ロス削減に繋がる食べきりの提案】

長期保存



参考：食品ロス削減月間（10月）における消費者庁の取組

※消費者庁ホームページより

※大阪府公式YouTubeチャンネル「もったい
ないやん！食品ロス」


